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日本学術会議第１８８回総会のご報告 

日本学術会議事務局 

 

平素より大変お世話になっております。 

７月１６日に日本学術会議第１８８回総会を開催しました。 

総会では、「第２６－２７期会員候補者名簿」が承認されたほか、日本学術会議のあり方に関する政府

の検討状況や、分科会のあり方の見直しなどについて、議論が行われました。 

また、総会終了後、記者会見を行いました。総会及び記者会見で配布した資料は、日本学術会議のホ

ームページに掲載しておりますので、ご覧ください。記者会見における、梶田会長の挨拶、望月副会長

の会員選考に関する説明は、下記のとおりです。 

○日本学術会議第１８８回総会配布資料 

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/sokai/siryo188.html 

 

○第３４５回幹事会（６月１５日）資料 

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kanji/kisyakaiken.html 

 

 

○梶田会長の挨拶 

本日、第１８８回となる総会を学術会議講堂及びオンラインにて開催いたしました。今回の総会は、

予定されているものとしては今期（第２５期）最後の総会となります。今回の総会では、第２６－２７

期会員候補者名簿を承認いただいたほか、日本学術会議の在り方に関する政府の検討状況とその対応、

分科会等の在り方の見直しなどについて、大変活発な議論が行われました。 

本日の総会の最後に私の方から発言をさせていただきましたが、本日の総会での議論も踏まえ、日本

の学術の発展や、社会への貢献のため、任期の最後まで力を尽くしてまいりたいと考えております。 

本日の総会で承認された第２６－２７期会員候補者の選考に関して、望月副会長からご説明いたしま

す。 

また、今後の学術フォーラム・公開シンポジウム等の開催予定について、菱田副会長からご説明いた

します。 

 

○望月副会長の説明（会員選考） 

本日の総会で承認された第２６－２７期会員候補者の選考についてご説明いたします。 

令和３年４月に決定した「日本学術会議のより良い役割発揮に向けて」を踏まえ、選考委員会におい

て検討を進め、外部有識者の意見をお聞きいたしまして、令和４年４月に選考方針を決定いたしました。 

この決定した選考方針に基づき、現職の会員・連携会員に選考対象者となることの承諾及び候補者推

薦書の提出をご依頼するとともに、協力学術研究団体に加え、今回から大学関係組織や経済団体等の外

部機関・団体等に対して、会員・連携会員の候補者としてふさわしい科学者に関する情報提供をご依頼

いたしました。 

選考対象者になることをご承諾いただいた現職の会員・連携会員の人数は１，２５７名、一部重複も

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/sokai/siryo188.html
https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kanji/kisyakaiken.html


あるので延べ数になりますが、現職の会員・連携会員から推薦いただいた人数は１，０６３名です。ま

た、協力学術研究団体からは、１，７８５名の情報提供を頂き、外部機関・団体等からは３７名の情報

を頂きました。 

選考作業を進めるに当たり、選考委員会の下に三つの分野に分けて選考分科会を設置し、選考分科会

における各分野の学問的専門性を踏まえた選考（選考分科会枠）と、選考委員会自身における学際的分

野や新たな学術分野等に配慮した選考（選考委員会枠）の両方を組み合わせて選考しました。 

会員候補者の資質については、日本学術会議法に定める「優れた研究又は業績がある科学者」である

ことに加えて、選考方針を踏まえて 

 

・異なる専門分野間をつなぐことができること 

・政府や社会と対話し、課題解決に向けて取り組む意欲と能力を有すること 

 

のいずれかを備えていることを考慮いたしました。 

また、会員の多様性が確保されるよう、ジェンダーバランスや地域分布等を考慮して選考をいたしま

した。 

選考分科会、選考委員会において選考した会員候補者合計１０５名については、先月２９日の幹事会

を経て、本日の臨時総会においてご承認をいただきました。 

今後、会長名で内閣総理大臣への推薦手続きを行ってまいります。 


